
平
成
元
年
九
月
三
日
、
兵
庫
県
夛
紀
郡
西
紀
町
に
建
立
さ
れ
た

ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
像
は
わ
が
国
唯
一
、
平
成
六
年
三
月
二
三
日
「
ふ

る
さ
と
近
畿
５
年
１
６
」
の
ふ
る
さ
と
絵
葉
書
に
も
紹
介
さ
れ
た
。

西
紀
町
は
兵
庫
県
東
北
部
、
六
甲
山
地
背
後
の
篠
山
盆
地
西
、

県
立
自
然
公
園
夛
紀
連
山
に
抱
か
れ
、
人
口
四
千
余
名
中
、
二
○

％
を
過
え
る
高
齢
化
と
過
疎
の
町
で
あ
る
。

昭
和
四
五
年
同
町
の
町
お
こ
し
計
画
に
基
づ
き
、
五
六
年
第
一

次
総
合
振
興
計
画
を
策
定
〃
生
き
が
い
に
あ
ふ
れ
る
人
間
尊
重
と

連
帯
の
ま
ち
づ
く
り
〃
を
め
ざ
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
第
二
・
三

次
計
画
と
取
り
組
ん
で
来
た
。
六
二
年
、
北
摂
・
丹
波
の
祭
典
ホ

ロ
ン
ピ
ア
“
銘
、
の
健
康
と
福
祉
の
祭
典
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
設
立
。
六
三
年
二
月
自
治
省
国
際
交
流
の
ま
ち
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
計
画
実
施
町
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
し
た
の
を
期
に
、
記
念

蛸
西
紀
町
の
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
像石

原
理
年

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
づ
く
り
に
着
手
し
た
。

〃
健
康
は
自
ら
つ
く
り
、
福
祉
は
皆
で
支
え
合
う
精
神
を
啓
発

す
る
こ
と
〃
を
基
本
理
念
に
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
「
健
康
と
福

祉
の
里
」
の
シ
ン
ボ
ル
を
、
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
に
求
め
、
聖

地
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
の
火
を
〃
友
好
と
長
寿
の
灯
火
″
と
し
て
永
遠

に
灯
し
続
け
、
彫
像
の
建
立
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
実
現
に
む
け

代
表
団
が
ギ
リ
シ
ャ
を
訪
れ
た
。

聖
火
の
国
外
持
出
し
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
科
学
文
化
省
の
認
可
が

必
要
で
あ
る
が
、
時
の
メ
リ
ナ
・
メ
ル
ク
ー
リ
相
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
等
巨
行
事
以
外
の
持
出
し
に
難
色
を
示
し
た
の
で
、
企
画
は
一

時
挫
折
し
た
が
、
内
外
関
係
者
の
努
力
で
、
六
三
年
四
月
一
二
日

許
可
さ
れ
、
五
月
二
六
日
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
円
型
劇
場
で
、
古
式
に

よ
り
太
陽
光
採
火
さ
れ
た
が
、
西
紀
町
訪
問
団
の
見
学
は
許
さ
れ

な
か
っ
た
。

聖
火
は
白
金
カ
イ
ロ
に
点
火
し
、
団
員
が
腹
に
抱
い
て
持
帰
っ

た
。
六
月
一
日
、
西
紀
町
友
好
の
火
し
あ
わ
せ
リ
レ
ー
と
し
、
西

紀
大
橋
で
町
長
の
ス
タ
ー
ト
宣
言
。
西
紀
中
学
生
の
ト
ー
チ
ャ
ー

が
町
内
二
三
伽
を
三
時
間
の
リ
レ
ー
で
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

点
火
式
場
に
点
火
し
た
。
こ
の
火
は
像
除
幕
式
時
、
彫
像
前
舟
型
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の
灯
火
台
に
転
火
さ
れ
「
健
康
の
灯
」
と
命
名
さ
れ
た
。

採
火
式
の
後
「
ギ
リ
シ
ャ
国
パ
レ
ア
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
町
と
日
本

国
西
紀
町
は
健
康
と
福
祉
を
重
ん
じ
、
教
育
文
化
活
動
全
般
の
交

流
と
努
力
を
は
か
り
、
相
互
間
の
友
好
・
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

決
定
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
流
・
協
力
は
ギ
リ
シ
ャ
国
と
日
本

国
の
友
好
関
係
を
深
め
、
人
類
の
発
展
と
国
際
平
和
に
貢
献
す
る

も
の
と
確
信
し
ま
す
。
上
記
の
目
的
遂
行
の
た
め
、
一
九
八
八
年

五
月
二
六
日
、
パ
レ
ア
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
町
に
お
い
て
確
定
害
に
調

印
宣
言
し
ま
す
。
宣
言
パ
レ
ア
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
町
と
西
紀
町

は
姉
妹
都
市
を
宣
言
し
ま
す
。
パ
レ
ア
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
町
長
ギ

オ
ロ
ゴ
ス
・
ギ
オ
ロ
ガ
ス
西
紀
町
長
森
口
武
治
」
と
姉
妹
都
市

議
定
書
に
署
名
し
た
。

更
に
訪
問
団
は
、
ア
テ
ネ
在
住
の
著
名
彫
刻
家
ム
ス
タ
カ
ス
・

エ
バ
ン
ゲ
ロ
ス
に
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
像
の
彫
像
を
依
託
し
た
。

エ
バ
ン
ゲ
ロ
ス
氏
の
求
め
に
よ
り
送
ら
れ
た
西
紀
町
の
建
立
予

定
地
周
辺
の
風
景
ビ
デ
オ
等
に
よ
り
、
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
出
土
、
ア

テ
ネ
国
立
考
古
博
物
館
蔵
を
原
型
と
し
、
像
長
百
七
○
叩
・
台
座

七
五
×
七
○
×
八
五
町
材
石
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
と
同
じ
ア
テ

ネ
・
ペ
ン
テ
リ
山
デ
イ
オ
ニ
ソ
ス
産
大
理
石
（
総
量
三
頓
）
、
制
作

費
一
千
万
円
と
さ
れ
た
。

像
は
平
成
元
年
六
月
二
五
日
ア
テ
ネ
で
完
成
、
七
月
九
日
ア
テ

ネ
ピ
レ
ウ
ス
港
を
ジ
ム
・
ベ
ネ
チ
ア
号
で
搬
出
、
八
月
一
五
日
大

阪
港
に
到
着
、
二
○
日
現
在
地
に
建
立
さ
れ
た
。

九
月
三
日
エ
ピ
ダ
ウ
ロ
ス
代
表
団
を
迎
え
た
除
幕
式
は
、
両
町

長
の
記
念
挨
拶
と
植
樹
、
来
賓
祝
辞
、
彫
像
者
紹
介
、
除
幕
、
感

謝
状
贈
呈
、
点
火
、
灯
の
命
名
が
行
は
れ
た
。
除
幕
は
森
口
・
ギ

オ
ロ
ガ
ス
両
町
長
、
山
口
西
紀
町
議
会
議
長
、
ド
ウ
ド
ウ
ミ
ス
駐

日
代
理
大
使
、
ア
ル
ギ
ロ
ス
ギ
リ
シ
ャ
政
府
観
光
局
長
に
よ
っ
た
。

像
建
立
地
は
、
西
紀
町
宮
田
二
四
八
番
地
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

横
一
七
○
㎡
、
隣
地
に
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
た
「
エ
ピ
ダ
ウ
ロ

ス
広
場
」
三
千
㎡
が
あ
り
八
月
二
五
日
共
に
完
工
し
た
。
像
建
立

地
に
は
記
念
植
樹
と
共
に
記
念
銘
板
も
あ
る
。

（
京
都
大
学
）
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